
開
催　

９
月
30
日（
土
）〜
10
月
１
日（
日
）

会
場　

河
野
総
合
事
務
所
３
階
ホ
ー
ル

　　

1133
時時
3030
分分　　

報
告
１

報
告
１

　
　
　

　
　
　

中
世
敦
賀
津
と
今
庄
関
所

中
世
敦
賀
津
と
今
庄
関
所

　
　
　
　

　
　
　
　

外
岡
慎
一
郎

外
岡
慎
一
郎  

氏氏
（
敦
賀
短
期
大
学
教
授
）

（
敦
賀
短
期
大
学
教
授
）

　　

1414
時時
3030
分分　　

報
告
２

報
告
２

　
　
　

　
　
　

但
馬
の
廻
船
・
但
馬
に
み
る
諸
国
の
廻
船

但
馬
の
廻
船
・
但
馬
に
み
る
諸
国
の
廻
船

　
　
　
　

　
　
　
　

安
本
恭
二

安
本
恭
二  

氏氏
（
日
本
海
事
史
学
会
会
員
）

（
日
本
海
事
史
学
会
会
員
）

　　

1515
時時
3030
分分　　

報
告
３

報
告
３

　
　
　

　
　
　

北
前
船
と
長
州
藩

北
前
船
と
長
州
藩

　
　
　
　

　
　
　
　

高
岡　
高
岡　
　　

勲勲  

氏氏

　
　
　

　
　
　
　　
（
山
口
県
立
宇
部
中
央
高
等
学
校
教
諭
）

（
山
口
県
立
宇
部
中
央
高
等
学
校
教
諭
）

　　

1616
時時
3030
分分　　

質質　　

疑疑

　　

1717
時時
3030
分分　　

懇
親
会

懇
親
会

　　

９
時
９
時　
　
　
　
　　

報
告
４

報
告
４

　
　
　

　
　
　

近
世
瀬
戸
内
の
航
路
と
交
易

近
世
瀬
戸
内
の
航
路
と
交
易

　
　
　
　

　
　
　
　

佐
竹　
佐
竹　
　　

昭昭  

氏氏
（
広
島
大
学
教
授
）

（
広
島
大
学
教
授
）

　　

1010
時時　
　
　
　
　　

講
演
１

講
演
１

　
　
　

　
　
　

木
谷
藤
右
衛
門
家
と
三
国
与
兵
衛
家

木
谷
藤
右
衛
門
家
と
三
国
与
兵
衛
家

　
　
　

　
　
　

――
北
陸
の
海
商
と
大
名
貸
し

北
陸
の
海
商
と
大
名
貸
し
――

　
　
　
　

　
　
　
　

長
山
長
山　　

直
治
直
治  

氏氏
（
元
金
沢
市
史
専
門
委
員
）

（
元
金
沢
市
史
専
門
委
員
）

　　

1111
時時　
　
　
　
　　

総総　　

括括

　
　
　
　

　
　
　
　

青
木
美
智
男

青
木
美
智
男  

氏氏
（
専
修
大
学
教
授
）

（
専
修
大
学
教
授
）

　　

1111
時時
5050
分分　　

昼昼　　

食食

❖
❖
❖
❖
❖ 

第
１
部 

❖
❖
❖
❖
❖

❖
❖
❖
❖
❖ 

第
２
部 

❖
❖
❖
❖
❖

９

（
土
）

月

30

日

10

（
日
）

月

１

日

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。

た
だ
し
、
懇
親
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
３
、０
０
０
円
、
２
日
目
の
昼
食
を
希
望
さ

れ
る
方
は
１
、０
０
０
円
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先　

南
越
前
町
教
育
委
員
会　

河
野
事
務
所　
　

☎
48
・
７
７
１
１

　
　
　
　
　
　

 

南
越
前
町
立
河
野
図
書
館　

北
前
船
海
事
資
料
室
内

　
　
　
　
　
　

｢

河
野
北
前
船
研
究
会｣

係　
　
　
　
　
　

 

☎
48
・
２
８
８
１

  

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
蝦

夷
地
（
北
海
道
）
と
上
方
（
大
阪
）

を
結
ぶ
廻
船
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
名
も
「
北
前
船
」。
日
本
海
諸
港

を
巡
り
、
各
港
で
商
売
を
し
な
が

ら
、
品
物
だ
け
で
な
く
文
化
や
技

術
の
交
流
を
促
が
し
ま
し
た
。

　

廻
船
業
者
た
ち
は
、
各
寄
港
の

商
品
を
売
り
、
そ
の
お
金
で
各
地

の
商
品
を
仕
入
れ
て
持
ち
帰
っ
た

り
、
途
中
で
売
払
っ
た
り
し
ま
し

た
。
上
方
か
ら
蝦
夷
の
地
に
向
か

う
際
に
積
み
込
ん
だ「
下
り
荷
」は
、

　

12
時
40
分　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　

司
会　

青
木 

美
智
男
氏

　
　
　

 

パ
ネ
リ
ス
ト　

外
岡
慎
一
郎 

氏
／
安
本　

恭
二 

氏
／
高
岡　
　

勲 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
竹　
　

昭 

氏
／
長
山　

直
治 

氏

❖
❖
❖
❖
❖ 

第
３
部 

❖
❖
❖
❖
❖

生
活
必
需
品
が
中
心
。
砂
糖
、
塩
、

醤
油
、
味
噌
、
茶
、
酒
、
菓
子
な

ど
の
飲
食
品
を
は
じ
め
、
衣
料
品
、

医
薬
品
、
タ
バ
コ
、
鉄
、
米
な
ど

を
買
い
入
れ
、
蝦
夷
の
各
港
へ
陸

揚
げ
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、「
上

が
り
荷
」
は
、
ニ
シ
ン
、
数
の
子
、

昆
布
、
棒
鱈
が
主
で
、
中
で
も
ニ

シ
ン
は
食
用
の
ほ
か
、
農
業
肥
料

と
し
て
用
い
ら
れ
た
た
め
大
き
な

利
益
を
上
げ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
、

日
本
海
を
舞
台
に
物
流
産
業
は
栄

え
て
い
っ
た
の
で
す
。

　

西
廻
り
航
路
は
、
日
本
海
史
の
中
で
大
阪
へ
荷
を
運
ぶ
海
上
ル
ー
ト
と
し
て
栄
え
、
そ
こ
で
活
躍
し
た
の

が
北
前
船
で
す
。
旧
河
野
村
で
は
、
北
前
船
の
歴
史
む
ら
づ
く
り
と
し
て
、
平
成
３
年
か
ら
「
西
廻
り
」
航

路
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
南
越
前
町
に
な
っ
て
初
め
て
の
開
催
に
な
り
ま
す
。
興
味

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。


